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研究成果の概要（和文）：乳幼児 0～2 歳が過ごす学内保育所（お茶の水女子大学附属「い

ずみナーサリー（以下、ナーサリー）」）の教育的質の向上と、大学全体のコミュニティ

としての教育環境「大学の中で赤ちゃんが笑う」構想を実現するために、下の 3 つ

の視点から研究を総合的にすすめた。（１）週１日から週５日の通所日数自由選択や一時

保育、また、1 日の保育時間もフレキシブルに決められる多元的保育体制において、保育の質

を保証するための保育方法、カリキュラム（学び／育ちの履歴）開発（２）環境的教材、芸術

的表現教材の開発（３）大学の特性を生かし多世代・他分野との協働を生かしたコミュニティ

的実践。平成 24 年 3 月に最終報告書「大学の中で赤ちゃんが笑うⅡ」を発行した。 

 
研究成果の概要（英文）： 
In order to improve and enhance the quality of care and education in Izumi Day Nursery 
attached to Ochanomizu University for 0~2 year-old infants, and to realize 
community-based educational environment, we implemented 3 layered group research 
work; 1) planning and practicing the ECEC educational program suitable for children who 
goes to Izumi Day Nursery either every day or only 1 day per week, 2)development of 
educational and environmental tool and space, 3) collaborative activities through creating 
diverse educational opportunities with departments or the affiliated kindergarten and 
schools in the same campus of  Ochanomizu University . 
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１．研究開始当初の背景 
(1) 国立大学法人内に設置された学内保育
所お茶の水女子大学いずみナーサリー（以下、
ナーサリー）は、経営と保育運営計画実施等
すべて大学独自のイニシアチブによるもの
であるので、その多層的な受け入れ態勢に見
合った保育の質保障とそのための研究体制
の確保が喫緊の課題であった。 
(2) 平成 18 年度（2006 年度）からの 3 ヵ年

で実施した萌芽研究「次世代育成コミュニテ

ィとしての大学における乳児施設の意義と

可能性の探求」では、ナーサリーにおける保

育の独自性や現代的特性、施設としての有効

性が、記録研究などを重ねることで多分に詳

らかになってきていた。 

(3) 平成 18 年度から平成 21 年度、お茶の水

女子大学特別教育研究経費による研究プロ

ジェクト「幼・保の発達を見通したプロジェ

クト研究」（以下、幼保プロジェクト。研究

代表者：浜口順子）において、大学と附属幼

稚園、ナーサリーの三者が、実習系授業の実

施や園内・公開保育研究会などにおける人事

協力等、実質的な相互連携研究を行ってきた。 
(4) 以上の事柄にかかる研究成果は、日本保
育学会をはじめ関連学会において発表され、
また『幼児の教育』（研究代表者が編集主幹、
フレーベル館）等の一般誌を通じて研究成果
が随時発信されてきた。 
 
２．研究の目的 
(1) 女子大学というコミュニティを生かし
た乳幼児保育カリキュラム開発. 
①ナーサリーは、保護者である女性研究者や
学生の研究・教育の時間に合わせて、週１日
から週５日の通所日数自由選択や一時保育
の受け入れを行い、また、1 日の保育時間も
フレキシブルに決定できる体制をとる中で、
個々の子ども・保護者の多様なニーズに応え
つつ、理念として一元的に保育の質を保証す
るための保育方法を探求する必要がある。 
②カリキュラム実現に必須の環境的教材、芸
術的表現教材の開発も進める。 
③多世代の集うコミュニティとしての大学
の特性を生かし、重層的な保育の創造を目指
す。 
(2) 大学コミュニティで育まれる乳児から

大学生そして教員も含めた、それぞれの世代

のもつ資質を生かし合いつつ、教育＝共生コ

ンセプトを基軸に、専門教育研究と教職課程

が協働する新しい形の大学教育を展望し、ナ

ーサリーがその肝要なひとつの実践ベース、

研究ベースとなることを目指す。 
 

３．研究の方法 
(1) 大学とナーサリーとの共同研究会を通
じて、一人ひとりの子どもの育ちを支えるカ
リキュラム（学び／育ちの履歴）、仲間と共
に流れのある生活を保障するカリキュラム
（従来の日案・週案等に代わる活動のシーク
エンス）の両軸から、子ども主体の保育カリ
キュラムを試行しつつ構築する。 
(2) 保育記録やドキュメンテーションを主
題にして大学と共同で丁寧に考察を続け, 
さらに大型遊具、表現教材等の開発を行う。 
(3) 附属幼稚園をはじめ附属学校、食物栄養
学系のスタッフ等との協働的プログラムを
企画実施する。 
 
４．研究成果 
(1) 附属幼稚園との連携を考慮した保育課
程を考案し、省察と改案を重ねた。また表現
的教材の開発、保育環境の立体化、保護者と
の連携方法の工夫を進めた。歩行能力をはじ
めとする運動能力・社会性の発達や人間関係
などが、下のクラス（ほし）と上のクラス（に
じ）の配属に影響を与えるが、途中入園も多
いので、年度途中でも保育プランを立てやす
いように、つまり個々の子どもができるだけ
居心地よく自分の可能性を発揮できるよう
に、グループ移行がフレキシブルに行われる。
このことによって、担任が引き受ける役割と、
それを支えるその他の保育者の円滑な連携
を促した（この因果関係は逆も可）。 
 環境整備や子ども理解の方向性に調和が
生じ、大人も子どももその個性、違い役割を
相互に認め合い発揮することができていた。
結果として、大人にも居心地良い環境の美観、
多様なアイディアを取り入れた保育プラン
を具体化させている。たとえば、大型遊具の
開発、午睡・食事時間の一斉的にならない時
差づくり、ナチュラルな素材や色合いで統一
された物的保育環境など、無理なくくつろげ
る時間空間を提供している。 
(2) 大学とナーサリー間の月例合同研究会、
おやつ作りをめぐる食環境再考、保護者むけ
おやつのレシピ紹介、工房との協同的な保育
家具や遊具の開発、ガラス絵の表現的保育活
動などを行い、その成果の一部は、日本保育
学会において研究発表された。 
(3) キャンパス内の散歩をめぐる学生や職
員、生協とのコミュニケーション、他大学の
学内保育所との交流、ミニ同窓会の開催。人
間生活学科インターンシップの受け入れ、
ochas（おやつ作りボランティア） 
楽器演奏・科学で遊ぼう学生ボランティア、 
理学部「企画・運営力養成講座」授業（パラ
シュートで遊ぼう）、附属高校２年生「家庭
総合」の訪問実習などを受け入れた。 
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